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Ⅰ　はじめに：急速な人口の高齢化とそれに伴う障害の増加と多様化、そして急速な情報化の進展を背景に、誰もが暮らしやすい豊かな社会の実現が叫ばれているなか、最近、ユニバーサルデザインという言葉を耳にする機会が多くなっている。日本でも1990年以降、ユニバーサルデザインによる製品・サービス等の供給の重要性が高まり、生活のゆとりと豊かさを求める機運が高まっているなかで、生活者の視点に立った使いやすさを重視したモノづくりが進められている。今や政府、行政機関、企業、団体などあらゆる組織が、誰もが利用しやすい空間づくりや製品の開発を意識するようになり、高齢者や障害者等が円滑に利用できる施設の整備とサービスの向上を図り、安全で安心して快適に楽しく過ごせる社会づくりに努めている。
誰もが平等･快適･自由に生活でき、ヒト･モノ･サービスにスムーズに触れ合える環境をつくることが、みんなにやさしい環境づくりの土台となる。その意味でユニバーサルデザインの思想、すなわち「すべての人が特別な適応力やデザインを伴うことなしに、最大限に利用可能な普遍性あふれる製品・環境・情報のデザイン」の考え方に基づく社会づくりは、これからの社会にとって大変重要なコンセプトである。 

そこで小稿では、ユニバーサルデザインの概念と必要性を概観したうえ、ユニバーサルデザインの市場規模と民間企業の取り組みを中心にユニバーサルデザインの現状と課題等について検討を加える。最後に、ユニバーサルな社会づくりに資するための若干の考察を試みる。なお小稿は、独自の問題意識に基づく問題解決アプローチによる論究ではなく、ユニバーサルデザインに関する今後の本格的な研究のための基礎的研究と位置づけている。
Ⅱ　ユニバーサルデザインの理念
1．ユニバーサルデザインとは：ユニバーサルデザインを提唱したアメリカの建築家であり工業デザイナーであった故ロナルド・メイス(Ronald L. Mace)氏によると、ユニバーサルデザイン(U.D)とは、「改善または特殊化された設計なしで、最大限可能な限り、すべての人々に利用しやすい環境と製品のデザイン(原文：The design of products and environments to be usable by all people, to the greatest extent possible, without the need for adaptation or specialized design)」とされる(「THE CENTER FOR UNIVERSAL DESIGN」による)。つまり、障害，年齢，性別，言語、能力などの違いを超えて，すべての人々がともに暮らすというノーマライゼーションの思想を前提としたこの概念は，製品，建物，環境などを改造や特別な設計を必要としない形で、すべての生活者に対して適合するデザインである。あらかじめ多様なユーザーの身体特性や利用環境などを考慮してデザインするという特徴がある。

2．ユニバーサルデザインの必要性：障害を持たない健康な人間を対象とした規格化や効率化を優先した社会は、それに対応できない障害者や高齢者など社会的弱者といわれる人々にとってはとても住みにくい生活環境である。数年前、『常識福祉のウソ』(日本評論社、1992年)の著者であり煎茶道の家元でもある中澤弘幸氏から興味深い話を聞いた。氏曰く、「人間は生まれたときからすべて障害者である。動物は産み落とされてすぐに立ち上がり、母親のおっぱいを咥えるが、唯一、哺乳類では人間だけが自分の力では母親のおっぱいに近づけない。だから人間の赤ちゃんは全員が障害者である。年を重ねるということは障害を重ねることなのである。10代には100mを10秒台前半で走れたのに、20代では10秒台後半、30代では20秒台になり、40代以降では走るだけで息が切れる。高齢期に入ると、自分の足では歩けなくなる人も出てくる。これが障害である。人間は全員、障害を持って生まれて障害を持って死んでいく。」という。
氏の論法に従うまでもないが、我々はみんな障害者である。車椅子に乗っている人だけが障害者ではない。眼鏡をかけている人は視覚障害者であり、怪我をした人は身体障害者である。足に怪我をして膝を曲げられないときなんかは、立派な障害者である。一時的であれ、両手に大きな荷物を持った人も、赤ちゃんを抱いた人も障害者である。右利き中心の社会に住んでいる左利きの人(人口の約10%といわれる)もある意味では障害者かもしれない。

『五体不満足』(講談社、1998年)を著した乙武洋匡氏の言葉を借りると、「障害は個性」である。個性は個人の特性であるが、それは個人ごとに異なり、その特性はいつも同じであり続けることはない。年齢を重ねていくことで，老眼になり小さい文字が読めなくなったり，小さな音が聞きづらくなる。妊婦や怪我をして松葉杖を使っている人にとっては、駅の階段の上り下りが苦しく感じられるに違いない。

このような変化の多い個人の特性ごとに合うモノをデザインしていくことは，大変時間とコストがかかる。モノがどんどん増えることはエコロジーの視点からみても非常識的であるといえる。したがって，モノや空間を初めからいろんな個人の特性を考慮してデザインしていれば，個人の特性が変化しても柔軟に対応できる。ユニバーサルデザインはそうした個人の特性に初めから目を向けたデザインであり，私たちにとって使いやすく，安全を約束するものなのである(建築リニューアル支援協会)。
 3．バリアフリーとユニバーサルデザイン：バリアフリーとユニバーサルデザインの概念を混同している人が多いようだが、2つは全く異なった概念を持つ。『障害者白書』によると、バリアフリー(Barrier Free)とは「障害のある人が社会生活していく上で障壁(バリア)となるものを除去することであり、もともとは段差解消などハード面(施設)の色彩が強いが、広義には障害者の社会参加を困難にする障害の除去(ソフト面の思いやり、気持ち)を含む」とされる。つまり特別で特殊性の強いデザイン対応を途中で加え、移動・利用の円滑性を保とうとする考え方である。これに対して、ユニバーサルデザインは最初から障壁が取り除かれているモノや空間を指す。つまり途中でのデザイン変更や特殊性を排して、最初からあらゆる人が使えるデザインを導入する考え方がバリアフリーの概念とは大きく異なる点である。
バリアフリーはバリアの社会的存在を前提とし，それらを軽減しようとする考え方であるため、障害者差別を温存・助長する懸念がある。しかも、今あるものに特別な機器をとりつけて障壁をなくそうとしているため、改良改修に相当の費用がかかる。したがって、障害に合わせたデザイン変更や特別仕様のデザインを必要としないユニバーサルデザインに基づくモノや空間づくりが求められる。高齢者や障害者をはじめとする身体機能に制限のある特定のユーザーだけが使う区別化(差別化)したデザインではなく、そうした人たちも使えるものをデザインするということが重要である。

Ⅲ　ユニバーサルデザインの現状
ユニバーサルデザインの思想を反映した取り組みは、これまで、産業界だけでなく、行政機関や団体等によるさまざまな催し物の開催やガイドラインの策定、地方自治体における市民参加型のシンポジウムの開催など、活発に行われてきている。しかしながら、これらの動きは未だ緒についたばかりで、ユニバーサルデザインの認知度はまだ低く、市場も2兆円規模(2001年現在)と小さく、年間約10%程度の成長が見込まれているとしても、市場が十分に確立されているとはいえない状況にある(経済産業省、2001)。ここでは、ユニバーサルデザインの市場規模と民間企業のユニバーサルデザインの取り組み状況をみてみる。
1．ユニバーサルデザインの市場規模：以下では、企業にとっては大きなビジネスチャンスとなり得るユニバーサルデザインの市場規模と将来の市場規模の予測について、経済産業省の「ユニバーサルデザイン懇談会～第二次取りまとめ～」(平成13年5月公表)を援用しながらまとめることにする。

(1)市場規模の現状：経済産業省では、1999年度の共用品市場規模は1兆8,548億円(出荷額ベース)であると推計している。公表資料には言及されていない2000年以降の市場規模を含め共用品市場の年次推移をみてみると、表1のようになる。同省の市場規模調査である「福祉用具市場規模推計値について(福祉用具･共用品市場規模調査結果概要)」によると、ユニバーサルデザイン製品の市場は1996年以降、消費者のユニバーサルデザインへの関心の高まりとともに急成長をしており、2000年度の共用品の市場規模は2兆1,924億円となり、初めて2兆円を突破し拡大の一途を辿っている。
表１　共用品の市場規模

	年　次
	1995
	1996
	1997
	1998
	1999
	2000
	2001
	2002

	市場規模(億円)
	4,869
	10,227
	11,201
	14,694
	18,548
	21,924
	22,176
	23,413

	成長率(対前年比)
	－
	52.4%
	8.7%
	23.8%
	20.8%
	15.4%
	1.1%
	5.3%


資料：(財)共用品推進機構「共用品市場高度化調査研究報告書」を一部追加修正して引用
 (2)将来動向：同省の懇談会の資料では、年間10%以上の市場拡大が期待できるため、ユニバーサルデザイン製品の市場は、潜在市場の顕在化により、2025年度には少なくとも16兆円規模になると予測している。ただ、ユニバーサルデザインの認知度は必ずしも高いものではなく、市場としても十分には確立されていない。現在の2兆円超の市場規模は、実は民間最終消費支出の1%未満にしか過ぎないのである。経済産業省の予測に反して、2001年以降の市場の成長も減速傾向にある。だが、安全で使い勝手がよく、しかも妥当な価格で商品を提供すれば、市場は16兆円よりはるかに拡大すると予測している専門家もおり、依然として期待される市場であることは間違いないといえよう。

周知のごとく、多く高齢者は将来の不安に備えて可処分所得のほとんどを預貯金に回している。しかし、公的介護保険制度の導入により、その不安が和らいだという社会的事情に加え、これから高齢期に入る団塊の世代を中心とした、生活を豊かにしてくれるモノがあれば間違いなく買うという消費マインドの変化は、可処分所得を預貯金から積極的な消費に回させる可能性を秘めている。明らかに高齢者向け、障害者向けとわかるような特定のユーザーに疎外感を与えたり満足感が得られないモノではなく、年齢、性別、能力の如何を問わないモノづくりが進めば、この市場は予測もつかないほどの飛躍的な発展を成し遂げる可能性がある。
3．民間企業のの取り組み状況：ここでは、前掲した経済産業省の「ユニバーサルデザイン懇談会～第二次取りまとめ～」を援用しながら、民間企業のユニバーサルデザインの取り組み状況を紹介する。

　企業はこれまで、生活者のニーズの変化、価値観の多様化に応えるためにより多機能、高機能の製品を開発し、生活者の必要度に関係なく、ハイテク技術を駆使した多機能製品を競うように増やしてきた。なかには、最新モデルの携帯電話やパソコンのように、若者や健常者でさえその機能をすべて使いこなせないものも多い。障害者や高齢者などにとっては、ローテク機器や単機能製品のほうがニーズにマッチしているはずである。巨大なシニアマーケットが出現しつつある昨今、企業には新たな視点に立つビジネスモデルの構築が喫緊の経営課題となろう。

1990年代半ば以降、企業戦略からみたユニバーサルデザインの商品開発は、売上･利益増に貢献できる分野として注目されはじめ、TOTO、トヨタ自動車、松下電器産業を先頭に、産業界ではユニバーサルデザインの製品化が本格化した。ユニバーサルデザイン商品の開発を成長戦略の柱に据える取り組みは、大企業ばかりでなく、地方の中堅･中小企業やベンチャー企業にも広がり、いまや大手量販店、百貨店への納入、通販ルートの確保など、全国的な販路開拓に成功しているヒット商品も多い。力を入れなくてもバインダの金具を開閉できるファイル、見やすく操作のしやすい携帯電話、洗濯物を出し入れしやすい角度にした洗濯機、右利きの人でも左利きの人でも抵抗なく使えるハサミ、リンスの容器と区別するためのシャンプー容器のギザギザ、手の不自由な人や握力の弱まった高齢者などが握りやすいボールペン、高さ調節のできる調理台、重い袋を下げる際に使う取っ手、手の不自由な人や筋力の衰えた高齢者のためのレバー式のドアの取っ手など、列挙に暇がない。

地方の中堅･中小企業やベンチャー企業のなかには、独自のビジネスモデル構築を図るため異業種企業が自社のコアコンピタンス(中核的な強み)を持ち寄り、地域内に新しい産業クラスターを形成しようとする動きもみられる(高島、2004：21)。周知のとおり、未成熟市場においては、初めに取り組んだ企業が優先的地位を占めることができるためであろう。

そこで、ここでは企業を対象に経済産業省が行った「製造事業者アンケート調査」(2000年1月実施)及び「流通事業者アンケート調査」(2000年12月実施)の結果をもとに、企業のユニバーサルデザインに対する認識と取り組み状況を紹介したい (1)。実は、経済産業省のアンケート調査によると、最終消費財製造事業者(以下、「製造事業者」)または流通事業者のユニバーサルデザインの認知度はそれぞれ57.0%、44.6%にとどまっており、ユニバーサルデザインに向けた取り組みを行っている企業の割合は、製造事業者で49.7%、流通事業者で33.3%%程度と、まだ少ないのが現状である (2)。ちなみに、同省の「生活者アンケート調査」(1999年12月実施)によると、ユニバーサルデザインという言葉を「全く聞いたことがない」という人は64.5%にのぼる。「名称程度は知っている」という人は33.0%で、「具体的な内容まで知っている」という回答は2.5%に過ぎない。
　アンケート調査結果によれば、高齢化の進展、消費者保護強化に伴う社会ニーズや消費者ニーズが高まることを理由に、約7割以上の企業が取り組みの必要性を認識しているものの、実際の取り組みは少なく、認識とのズレが生じている。ユニバーサルデザインに取り組んでいない製造事業者はユニバーサルデザイン製品を製作するにあたっての企画･開発･設計に必要な人間特性データベース等の基盤の不在、流通事業者はユニバーサルデザインといわれる商品自体が少ない、企画･開発･仕入れ･販売担当者の情報･知識不足、生活者の認知度が高まらないことなどを主な理由としてあげている。

実際にユニバーサルデザインに向けた取り組みを行っている企業等においては、取り組みにあたっての課題として、製造事業者はコストに見合った効果(市場拡大等)が得られない、企画･開発･設計担当者の知識･技術不足、ガイドラインの不在などをあげており、流通事業者では健常者への販売促進につながらない、ユニバーサルデザイン製品の情報不足などが課題としてあがっている。

ユニバーサルデザイン市場を成熟させ、導入･普及期から成長期へと発展させていくためには、企業に対する製品の企画･開発･設計に必要な人間特性データベースの提供や生活者の認識向上のための啓蒙等が必要となろう。そこで次項では、ユニバーサルデザインの課題と活性化のための方策等について論述する。
Ⅳ　今後の展望

1．ユニバーサルデザインの課題と活性化のための方策：潜在的ユニバーサルデザイン製品市場をいかに顕在化させるかがユニバーサルデザインの大きな課題といえる。ここでは、前掲の経済産業省「ユニバーサルデザイン懇談会～第二次取りまとめ～」の中に取り上げられている問題点と対応の方向性を中心にまとめる。
(1)問題点

①ノウハウ及び技術情報の不足

　これまでの高度経済成長の過程では、製造事業者等が人間とモノとの適合性を追求するユニバーサルデザインにあえて意識的･積極的に取り組まなくとも、多大な成功を収めることが可能であったため、ユニバーサルデザインに関する技術の蓄積が十分になされず、今日に至ってノウハウの不足が露呈している。また、ユニバーサルデザインに取り組むためには客観的な人間特性の解明やそのデータベースの活用も不可欠であるが、そのような技術基盤の整備がまだ十分になされていなく、技術情報が絶対的に不足している。

②生活者ニーズに関する情報不足

　事業者はモニター調査や集団アンケートなどを実施してきているが、使用実態からくる現実的なニーズを踏まえた製品開発が十分には進んでいない。

③普及に向けた製品情報の提供不足等

　多くの生活者が、ユニバーサルデザイン＝高齢者･障害者専用と誤解しており、ユニバーサルデザインの価値を十分に理解しておらず、ユニバーサルデザイン製品を選択購入する環境が拡大しない側面もある。生活者におけるユニバーサルデザインの認知度･普及度が高まらなければ製造コストも下がらず、市場は拡大しない。したがって、生活者への認知度を高めることが重要だが、そのためには、生活者がユニバーサルデザイン製品を選択購入する際の有効な情報の提供が必要不可欠となる。

④見えにくい費用対効果の存在

　企業等がユニバーサルデザインに配慮した製品を製造･販売したとしても、ユニバーサルデザインを理解して生活者が購入したかは不明であり、市場からの明確な反応が測れない。つまり、コストはかかるがそれに見合った効果が得られない(把握できない)という課題があり、これにより、企業等の前向きな取り組みが殺がれる懸念がある。

(2)問題点への対応の方向性：下図は、上記の問題点に対応する方向性を示したものである。

図１　ユニバーサルデザインの問題点と対応の方向性

	[問題点]　　　　　　　　　　　　　　　　　　[対応の方向性]











①配慮事項等の策定･普及：実際の生活者の使用方向を踏まえつつ、個別製品に対応した配慮事項等を製品分野に応じて具体的に作成する。ユニバーサルデザイン製品設計等のための基本的配慮事項は、a.識別･判別(知覚特性)、b.理解･判断(認知特性)、c.操作等(体型･動作特性)、d.安全性、e.汎用性、f.楽しさ等である。

②配慮事項等の充実･具体化：生活者の声など実際の生活ニーズ等を不断に聞き取り、適宜その情報を適切に反映させていく。
③人間特性データベースの整備とその活用：人間の寸法･形態、動態特性、視覚･聴覚特性、認知･感性特性などの人間特性データベースの活用により、製品の機能と人間の機能特性との一層の親和性を高める。そのためには、外部の技術情報源を把握･利用することも重要である。
④各種JIS・ISO規格の整備とその活用：人間特性データの整備に併せて、得られたデータを基に順次JIS･ISO規格化を進め、生活者の視点を重視した創意工夫ある製品を開発するための事業環境の整備を図る。
⑤産業界による生活者ニーズの汲取り及び生活者による産業界への訴求：生活者の潜在的なニーズを顕在化していくには、ユーザーとの一層の対話を通じた製品開発や外部研究機関等との有機的な連携により、具体的なニーズの発掘のほか、不足している専門知識やノウハウを補うことが重要である。人々のニーズを正確に把握したうえで、製品の中にその機能を入れ込むことが大切である。また、企業等の取り組みとともに、生活者においても、素直な声を適切に企業等に伝えていくことが重要である。生活者からの訴求は、事業者のインセンティブを高めることにつながる。
⑥産業界による生活者への普及･啓発：企業等がユニバーサルデザインの陳列･展示場所やメリット等を分かりやすく伝えることが必要である。普及･啓発のためのひとつの方法として、使用体験コーナーなどプロモーションの充実があげられる。
⑦産業界と生活者の取り組みを支える環境づくり：上記の⑤⑥に向けた取り組みを円滑に進めるためには、ITの活用、消費者団体等による補完、ユニバーサルデザイン教育と普及が重要なものとなる。

2．ユニバーサルデザインの普及のための提言：ユニバーサルデザインの概念の浸透とともに、たくさんのユニバーサルデザイン関連の商品や機器が増えつつあることは先述したとおりである。しかし、それらの多くは「点」として存在する場合が多い。たとえば、障害者用トイレは、車いす使用者を中心に設計されており、視覚障害者には使いづらい構造となっている。視覚障害者用誘導ブロックは、歩行が不自由になった高齢者や車いすの利用者には逆に危険だったりする。ファッション性を重視したあまり、操作ボタンを小さくした若者向けの携帯電話や電化製品は、視力の落ちた高齢者には使い勝手が悪い。タッチパネル式の銀行のATM機は視覚障害者、上肢障害者、車椅子利用者、目や指に不自由のある高齢者などは使いにくい。それだけでなく、切符の自動券売機、住民票の自動発行機、公共施設の案内･予約機など、健常者には便利な多くの情報システムが視覚障害者にとって大きな壁になっている。

情報環境研究所の中村広幸氏が指摘されるように、インターネットのウェブにも大きな壁がある。ウェブは単純な情報提供手段ではなく、買物・預貯金・証明手続などのサービス提供手段として浸透してきている。ウェブのみで提供されているサービスも数多い。ウェブを利用することにより割引サービスを受けられる例も増えている。しかし、視覚的なインターフェースに依存するウェブは視覚障害や視力が低下した高齢者は使えないし、その恩恵を受けられないため、経済的な不利益を被ることになる。
その対策として近年、ブラウザーを読み上げる「ホームページリーダー」、画面を読み上げる「95リーダー」、マウスをボタン操作で行う「らくらくマウス」、わずかな動きからでも文字入力が行える「オペレートナビ」等々、視覚障害者を想定した音声ソフト等が続々と出ている。しかし、それらのソフトもページの内容を正しく把握するための工夫が施されていないものが多く、万全とはいえない状況である。

以上は、既存のモノや空間のユニバーサルデザインの欠落だけでなく、たとえユニバーサルデザインのモノだとしても、すべての人に優しくないモノにはなっていない事例である。事例の多くは、ユニバーサルデザインの概念を点から線へ、線から面へと広げていく視点の欠如によるものであると考えられる。換言すると、「点」として存在するユニバーサルデザインが「線」「面」的なものに広がっていかなければ、ユニバーサルデザインの概念が形骸化する恐れがあるということである。前項の「ユニバーサルデザインの課題と活性化のための方策」のところで論述したように、ユニバーサルデザインの開発者側だけでなく、大学やシンクタンクの研究者、それをバックアップする国や事業者、そして消費者の連携のもと、「線」「面」的な視点に立ったモノや空間づくりが求められる。
Ⅵ　おわりに

小稿では、ユニバーサルな社会づくりに資するための提言を行うことを目的とし、ユニバーサルデザインの概念とユニバーサルデザインの必要性を概観したうえ、民間企業のユニバーサルデザインの現状と課題等に関して検討を行った。以下に、本研究の成果と今後の研究課題について取りまとめ、若干の考察を加える。

本研究では冒頭において、健康な人の生活を中心とした規格化･効率化を優先した社会を是正するためには、ユニバーサルデザインの概念と思想を定着させる必要性があることと、特別で特殊性の強いデザインであり、障害者差別を温存･助長する懸念のある従来のバリアフリーとの概念の違いを理解することの重要性を確認した。つまり、ユニバーサルデザインは最初から障壁が取り除かれているモノや空間づくりを目指すものであり、最初からあらゆる人が使えるデザインを導入する考え方がバリアフリーの概念とは大きく異なる点である。高齢者や障害者をはじめとする身体機能に制限のある特定のユーザーだけが使う区別化(差別化)したデザインではなく、そうした人たちも使えるものをデザインするということが重要であることを再確認したい。

本研究ではまた、ユニバーサルデザインの市場規模と民間企業のユニバーサルデザインの取り組み状況についてみた。ユニバーサルデザインの認知度はまだ低く、市場も2兆円規模(2001年現在)と小さく、年間約10%程度の成長が見込まれているとしても、市場が十分に確立されているとはいえない状況にある。しかし、潜在的な市場は大きく、年齢、性別、能力の如何を問わないモノづくりが進めば、これから高齢期に入る団塊の世代を中心とした消費マインドの変化により、市場が急成長する可能性もある。巨大なシニアマーケットが出現しつつある昨今、企業には生き残りをかけた新たな視点に立つビジネスモデルの構築が求められる。

本研究では、経済産業省の「製造事業者アンケート調査」及び「流通事業者アンケート調査」の結果をもとに、企業のユニバーサルデザインに対する認識と取り組み状況を紹介した。それによると、最終消費財製造事業者または流通事業者のユニバーサルデザインの認知度はそれぞれ57.0%、44.6%にとどまっており、ユニバーサルデザインに向けた取り組みを行っている企業の割合は、製造事業者で49.7%、流通事業者で33.3%%程度と、まだ少ない。その理由として、企画･開発･設計に必要な人間特性データベース等の基盤の不在、企画･開発･仕入れ･販売担当者の情報･知識不足などをあげている。実際にユニバーサルデザインに向けた取り組みを行っている企業等においては、コストに見合った効果(市場拡大等)が得られない、企画･開発･設計担当者の知識･技術不足、ガイドラインの不在、健常者への販売促進につながらない、ユニバーサルデザイン製品の情報不足などが課題としてあがっている。

したがって、ユニバーサルデザイン市場を成熟させ、導入･普及期から成長期へと発展させていくためには、企業に対する製品の企画･開発･設計に必要な人間特性データベースの提供や生活者の認識向上のための啓蒙とともに、人間の身体機能の計測･評価、あるいはユーザーの嗜好や感性の調査･評価のできる専門家や、種々のユーザー情報等のデータをデザインに応用できるデザイナーや技術者の育成が重要な課題となる。

「点」として存在するユニバーサルデザインが「線」「面」的なものに広がっていかなければ、ユニバーサルデザインの概念が形骸化する恐れが大きい。したがって、「点」として存在するユニバーサルデザインを、「線」「面」的な視点に立ったモノや空間づくりにつなげていくことための努力が求められる。そのためには、ユニバーサルデザインの開発者、大学やシンクタンクの研究者、国や事業者、そして消費者などが連携をとることが重要である。

なお本研究では、2000年に実施した経済産業省の調査結果を用いてユニバーサルデザインの現状や市場規模を明らかにしたが、現在は当調査時点から4年余りが経過しており、現時点におけるユニバーサルデザインの取り組みの統括的な現状把握や市場規模の把握の必要性を感じている。したがって、今後は独自の調査等を通して最近の市場動向を把握していきたい。
注

(1)なお、個別企業の詳細な取り組み状況については、稿を改めて取り上げる予定である。
(2)この数値は、両方ともユニバーサルデザインを認知している企業に対する比率であり、製造事業者では認知企業175社に占める比率、流通事業者では75社に占める比率である。したがって、調査対象企業全体に占める比率でみると、実際に取り組んでいる企業の比率はもっと低く、論者の手元の計算によると、製造事業者は対象企業の28.0%(307社中87社)、流通事業者は14.8%(168社中25社)に過ぎない。製造事業者に比べ、流通事業者の取り組みが遅れているといえるが、これには「対象商品の少なさ」が影響していると思われる。
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